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　1970～80年代、多くの日本人が不自然な形で行方
不明になりました。日本の当局の調査や亡命北朝鮮工
作員の証言から、これらの事件の多くは北朝鮮による
拉致の疑いが濃厚であることが明らかになりました。
　新潟市内では、1977年11月に横田めぐみさんが北
朝鮮に拉致されました。1974年２月に佐渡市で行方
不明になった新潟市出身の大澤孝司さんも、拉致の疑
いが濃厚な「特定失踪者」とされています。
　2002年、北朝鮮は拉致の事実を認め謝罪し、再発
防止を約束しました。同年、５人の拉致被害者が日本
へ帰国しましたが、その後の進展はなく、残された被害者はいまだ帰国
できていません。全ての拉致被害者の一刻も早い帰国が望まれています。

・拉致問題解決に向けたイベントに参加する
・拉致問題について家族や友人と話し合う
・署名活動に可能な限り協力する
・ブルーリボン運動※に協力する
※被害者の生存と救出を信じる意思表示として青いリボンを身に着ける運動

連載ほか

　　新潟市の花　チューリップ
　平成19年４月の政令指定都市移行を記
念して、公募により「チューリップ」が市
の花として制定されました。
　中央区の萬代橋周辺では、４月30日
（日）まで「萬代橋チューリップフェスティ
バル」を開催しています。市民が育てた
チューリップが橋上を彩るほか、信濃川
やすらぎ堤でも約３万２千本の花を楽しむことができます。

　　ドイツ・　　カナダの国花
　ドイツの国花「矢車菊」の花言葉は「優
美」。発色がよく、ポプリやドライフ
ラワーなど観賞用として用いられます。
　カナダの国花「砂糖カエデ」の葉は国
旗にも描かれています。同国の特産品
であるメープルシロップは、砂糖カエ
デの木の幹から採れる樹液を原料とし
て作られます。

もっと知りたい！Ｇ７
新潟財務大臣・中央銀行総裁会議開催まで25日

2023年５月11日～13日開催
最終回

新潟市への進出企業を紹介

■問企業誘致課（☎025-226-1689）
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新潟テストスタジオ 

スタジオディレクター　南部 有輝さん

優秀な人材への期待が進出の決め手
　同社は、主にゲームクリエイターの人
材派遣やゲームのCG制作、ソフトウエア
のテスト業務をしています。新潟スタジ
オでは、ゲームやアプリの動作テスト・
検証事業を行っています。
　「人材確保や首都圏での災害リスクに対
応するため、地方にスタジオを設置しよ
うと考えました」と南部さん。「候補地の
中で新潟が一番誘致に積極的でした。コ
ンピューターや漫画・アニメの専門学校
があり、優秀な人材の確保が期待できる
ことも進出の大きな決め手でした」

▲東京や大阪のスタジオで業務経験があ
る南部さん。「新潟スタジオの人材は、知
識や技術のレベルが非常に高いです。資
格取得などの意欲も高く、感心しています」

連載

同スタジオ所在地　中央区万代２
同スタジオ設立　2020年３月
同スタジオ従業員数　20人 

（今年３月時点）

新潟だからこそできる仕事をしたい
　南部さんは大阪府出身。東京での生活も
経験した後、新潟で暮らして３年が経ちま
した。「新潟に来る直前に息子が生まれまし
た。近所に子どもを連れていける公園や施
設があるので、子育てにとても良い環境だ
と感じています。食べ物がおいしいところ
にも満足しています」
　今後は、地元企業や新潟に興味がある企業
と一緒に仕事をしたいという南部さん。「風土
や文化などを生かし、新潟だからこそできる
事業をしてみたいです」と話してくれました。

ニイガタで始める。

・「忘れるな拉致　県民集会」を開催（新潟日報社、新潟県と共催）
・映画「めぐみ　引き裂かれた家族の30年」上映会（国、県と共催）
・市役所本館、西蒲区役所などに懸垂幕や看板を設置
・市職員のブルーリボン着用、職員研修での講義
・政府へ拉致問題の解決に向けた要望書を提出
・�アニメーション動画の視聴など、全ての市立学校で拉致問題の啓発・
指導を実施

・拉致問題パネル展を開催（県と共催）=下表=
日 時 会 場

５/31～６/14（水）８:30～21:30
※６/４（日）除く 北区役所

６/21～７/５（水）９:00～22:00 白根学習館（南区田中）

７/12～26（水）８:30～17:30
※土・日曜、祝日除く 江南区役所

決まり次第、新潟市ホームページ
=右上=に掲載

坂井輪地区公民館（西区寺尾上３）

西蒲区役所

秋葉区役所

東区役所

クロスパルにいがた（中央区礎町通３）

　新潟市では、同問題の早期解決を目指すため、昨年12月に「新潟市拉致問題等啓発推進条例」を施行しました。
　北朝鮮による拉致問題の早期解決には、一人一人が関心を持ち続けることが大切です。今後も市では、同問題が解決す
るまで市民の皆さんに関心を持ち続けてもらえるよう、啓発活動に取り組んでいきます。　問防災課（☎025-226-1143）

横田めぐみさん
自宅玄関前にて

昭和52（1977）年

ブルーリボン
日本と北朝鮮を隔てる

「日本海の青」、被害者
と家族を結ぶ「青い空」
をイメージしている

チューリップ（信濃川やすらぎ堤）チューリップ（信濃川やすらぎ堤）

市が取り組む啓発活動拉致問題とは

私たちにできること

拉致問題拉致問題への認識を深めようへの認識を深めよう
スマート
フォンは

こちらから

広告掲載の申し込みは（株）ウィット（☎072-668-3275）へ、１枠（7.3㎝×12.1㎝）163,000円（税込、制作料別途）。掲載した広告についての問い合わせは各広告主へ

砂糖カエデ砂糖カエデ矢車菊矢車菊

■問2023年Ｇ７サミット推進課（☎025-226-2156）
※関連記事を２面に掲載
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早期解決・
風化防止に向けて


